
▲2次避難所に向かう住民の皆さん
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岐
阜
県
茶
業
振
興
大
会
開
催

〜
揖
斐
川
町
の
お
茶
を
Ｐ
Ｒ
〜

▲表彰状を受け取る太田恒雄さん

▲小学生の発表の様子 ▲オープニングを飾った桂古代踊り

▲消防団による倒壊家屋救出訓練の様子 ▲少年消防クラブの初期消火訓練の様子

揖
斐
川
町
・
揖
斐
郡
消
防
協
会
合
同
の

総
合
防
災
訓
練
が
、
小
島
小
学
校
を
主
会

場
と
し
て
9
月
13
日（
日
）に
行
わ
れ
ま
し

た
。
静
岡
県
駿
河
湾
を
震
源
と
す
る
大
規

模
な
地
震
が
発
生
し
た
こ
と
を
想
定
し
行

わ
れ
た
訓
練
は
、
住
民
の
皆
さ
ん
は
避
難

広
報
に
よ
り
集
会
所
な
ど
の
一
次
避
難
所

へ
、
町
全
域
で
お
よ
そ
1
万
2
千
人
が
避

難
し
ま
し
た
。

主
会
場
で
は
、
電
気
・
水
・
ガ
ス
・
道

路
・
通
信
な
ど
の
関
係
機
関
に
よ
る
復
旧

訓
練
や
自
衛
隊
第
35
普
通
科
連
隊
に
よ
る

災
害
派
遣
訓
練
、
女
性
防
火
ク
ラ
ブ
、
少

年
消
防
ク
ラ
ブ
に
よ
る
初
期
消
火
訓
練
、

日
赤
奉
仕
団
に
よ
る
炊
き
出
し
、
災
害
救

助
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
負
傷
者
搬
送
訓

練
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
訓
練
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

今
回
の
訓
練
で
住
民
の
皆
さ
ん
の
防
災

意
識
が
さ
ら
に
高
ま
り
ま
し
た
。

地
震
や
火
災
に
備
え

〜
総
合
防
災
訓
練
開
催
〜

9
月
5
日（
土
）、
揖
斐
川
町
中
央
公
民

館
で
岐
阜
県
茶
業
振
興
大
会
が
行
わ
れ
、

県
内
か
ら
関
係
者
な
ど
お
よ
そ
400
人
の
参

加
が
あ
り
ま
し
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
県
内
の
茶
生
産
者
の
交

流
や
技
術
の
向
上
、
さ
ら
に
県
内
外
の
消

費
者
へ
P
R
し
消
費
拡
大
を
図
る
目
的
で

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ

モ
ニ
ー
は
、
町
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
の

桂
古
代
踊
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
岐
阜
県
茶
総
合
品
評
会
の
審
査

の
成
績
が
発
表
さ
れ
、
町
内
で
は
、
農
林

水
産
大
臣
賞
に（
農
）桂
茶
生
産
組
合
組

合
長
の
太お

お

田た

恒つ
ね

雄お

さ
ん
、
東
海
農
政
局
長

賞
に（
農
）桂
茶
生
産
組
合
副
組
合
長
の

太お
お

田た

�ひ
ろ

美よ
し

さ
ん
が
そ
れ
ぞ
れ
受
賞
さ
れ
た

ほ
か
、
町
内
小
中
学
生
に
よ
る
研
究
発
表

と（
農
）桂
茶
生
産
組
合
に
よ
る
J
G
A
P

の
取
組
み
に
つ
い
て
の
発
表
が
あ
り
ま

し
た
。
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9
月
25
日（
金
）、

永
地
区
特
定
環
境

保
全
公
共
下
水
道
事
業
の
竣
工
式
が
、

関
係
者
約
60
人
が
出
席
し

永
浄
化
セ
ン

タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

永
地
区
の
公
共
下
水
道
は
、
平
成
16

年
度
に
県
の
事
業
認
可
を
受
け
、
本
年
9

月
に

永
浄
化
セ
ン
タ
ー（
汚
水
処
理
場
）

が
完
成
し
、
来
年
3
月
に
管
渠
工
事
が
完

成
し
ま
す
。
10
月
1
日
よ
り
供
用
開
始
と

な
り
、

永
地
区
の
生
活
環
境
が
大
き
く

改
善
さ
れ
、
清
流
揖
斐
川
の
豊
か
な
自
然

環
境
を
守
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

竣
工
式
で
は
、
来
賓
の
県
議
会
議
員
ら

に
よ
る
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
で
事
業
の
完
成
を

祝
い
ま
し
た
。

公
共
下
水
道
事
業
竣
工

〜
清
流
揖
斐
川
を
次
代
へ
〜

▲テープカットの様子

セ
ン
ト
ジ
ョ
ー
ジ
マ
ラ
ソ
ン

国
際
交
流
事
業

▲セントジョージマラソンのスタート地点で撮影

更
生
保
護
制
度
施
行
60
周
年
記
念

〜
揖
斐
郡
更
生
保
護
大
会
開
催
〜

▲児童による意見発表の様子

昭
和
34
年
9
月
の
伊
勢
湾
台
風
か
ら
50

年
を
期
に
、
坂
内
坂
本（
諸
家
地
区
）に
モ

ニ
ュ
メ
ン
ト
「
追
悼
の
碑
」
が
建
立
さ
れ

ま
し
た
。

こ
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
は
伊
勢
湾
台
風
の

よ
う
な
被
害
が
発
生
せ
ず
、
平
穏
な
地
域

が
続
く
よ
う
に
と
、
地
域
の
皆
さ
ん
が
材

料
を
持
ち
寄
っ
て
石
垣
を
造
り
、
そ
の
上

に
土
砂
に
よ
っ
て
流
さ
れ
た
神
社
の
鳥
居

の
一
部
が
建
て
ら
れ
た
も
の
で
す
。

9
月
6
日（
日
）、
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
の
除

幕
式
が
行
わ
れ
、
完
成
を
祝
い
ま
し
た
。

伊
勢
湾
台
風
か
ら
50
年

〜
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
「
追
悼
の
碑
」
除
幕
〜

▲モニュメントの除幕の様子

9
月
30
日（
水
）か
ら
7
日（
水
）ま
で
、

ア
メ
リ
カ
・
ユ
タ
州
・
セ
ン
ト
ジ
ョ
ー
ジ
市

と
の
マ
ラ
ソ
ン
交
流
事
業
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
昨
年
の
い
び
が
わ
マ
ラ
ソ
ン
で
優
秀

な
成
績
を
収
め
ら
れ
た
ラ
ン
ナ
ー
の
皆
さ

ん
が
、10
月
3
日
の
セ
ン
ト
ジ
ョ
ー
ジ
マ
ラ

ソ
ン
に
参
加
し
見
事
完
走
さ
れ
ま
し
た
。

成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

下し
も

村む
ら

悟さ
と
る

2
時
間
26
分
10
秒

（
男
子
フ
ル
5
位
）

辻つ
じ

井い

智と
も

代よ

3
時
間
10
分
22
秒

（
女
子
フ
ル
45
位
）

川か
わ

地ち

悟さ
と
る

3
時
間
12
分
53
秒

（
男
子
フ
ル
330
位
）

窪く
ぼ

田た

美み

季き

子こ

4
時
間
32
分
23
秒

（
女
子
フ
ル
1
4
9
5
位
）

岡お
か

本も
と

太ふ
と
し

4
時
間
39
分
07
秒

（
男
子
フ
ル
2
4
6
4
位
）

窪く
ぼ

田た

伝ひ
ろ

昌よ
し

5
時
間
12
分
00
秒

（
男
子
フ
ル
2
8
4
1
位
）

9
月
26
日（
土
）、
揖
斐
川
町
中
央
公
民

館
で
、
更
生
保
護
制
度
施
行
60
周
年
記
念

揖
斐
郡
更
生
保
護
大
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

更
生
保
護
制
度
は
、
昭
和
24
年
に
犯

罪
者
予
防
更
生
法
が
施
行
さ
れ
罪
を
犯

し
た
人
や
非
行
少
年
を
社
会
の
中
で
適

切
に
処
遇
す
る
こ
と
で
更
生
を
支
援
す

る
制
度
で
す
。

大
会
で
は
、
長
年
更
生
保
護
事
業
に
ご

尽
力
さ
れ
た
賛
助
会
員
の
皆
さ
ん
に
感
謝

状
が
贈
呈
さ
れ
た
ほ
か
、
更
生
保
護
女
性

会
な
ど
の
活
動
紹
介
や
揖
斐
郡
内
の
小
中

学
生
と
揖
斐
高
校
生
に
よ
る
意
見
発
表
、

そ
し
て
揖
斐
川
町
B
B
S
に
よ
る
演
劇

「
レ
・
ミ
ゼ
ラ
ブ
ル
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
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300
年
以
上
続
い
て
き
た
川
上
ほ
う
ろ
踊

り
が
9
月
19
日（
土
）、
坂
内
川
上
の
八
幡

神
社
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

川
上
ほ
う
ろ
踊
り
は
、
農
作
物
の
収
穫

に
感
謝
し
、
雨
乞
い
を
祈
願
す
る
踊
り
と

し
て
は
じ
ま
っ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

踊
り
手
が
背
負
う
「
ほ
う
ろ
」
は
、
前

の
日
に
準
備
し
て
飾
ら
れ
、竹
の
長
さ
は
、

5
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
あ
り
ま
す
。

夜
に
行
わ
れ
た
踊
り
は
、
鐘
や
太
鼓
を

た
た
き
、
そ
の
リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
て
竹
に

飾
ら
れ
た
ほ
う
ろ
が
、
夜
空
に
大
き
く
波

打
っ
て
い
ま
し
た
。

5
メ
ー
ト
ル
の
ほ
う
ろ
が
幻
想
的

〜
川
上
ほ
う
ろ
踊
り
〜

▲幻想的な雰囲気のほうろ踊り

9
月
20
日（
日
）、
白
樫
神
社
な
ど
で
白

樫
踊
り
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

白
樫
踊
り
は
、
お
よ
そ
800
年
の
歴
史
を

誇
り
、
大
垣
城
主
の
勧
め
で
始
ま
っ
た
雨

乞
い
が
起
源
と
さ
れ
る
伝
統
の
舞
で
す
。

踊
り
は
、
白
樫
地
区
の
公
会
堂
、
光こ

う

蓮れ
ん

寺じ

、
白
樫
神
社
の
3
か
所
で
披
露
さ
れ

ま
し
た
。

揖
斐
川
町
に
は
、
鎌
倉
・
室
町
時
代
の

頃
に
起
源
を
持
つ
と
い
わ
れ
る
太
鼓
踊
り

が
多
く
の
地
区
で
継
承
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
郷
土
芸
能
は
、
地
域
の
皆
さ

ん
の
手
で
こ
れ
か
ら
も
受
け
継
が
れ
て
い

く
こ
と
で
し
ょ
う
。

白
樫
踊

〜
子
ど
も
も
大
人
も
一
緒
に
踊
る
〜

▲白樫踊を披露する保存会の皆さん

工
事
の
安
全
を
願
う

〜
次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
た
め
〜▲安全祈願祭の様子（大和小学校にて）

9
月
23
日（
水
）、
坂
内
坂さ

か

本も
と

地
区
で
秋

ま
つ
り
が
行
わ
れ
、
神
の
踊
り
が
披
露
さ

れ
ま
し
た
。

神
の
踊
り
は
、
古
来
よ
り
伝
わ
る
祭
り

の
芸
能
と
し
て
受
け
継
が
れ
て
お
り
、
踊

り
は
古
調
を
正
し
く
伝
え
て
風
情
豊
か
に

踊
ら
れ
て
い
ま
す
。
全
国
の
民
俗
芸
能
の

中
で
質
の
良
い
風
流
太
鼓
踊
り
だ
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

現
在
は
、
地
元
の
小
学
生
、
中
学
生
も
、

坂
内
坂
本
地
区
の
伝
統
芸
能
で
あ
る
神
の

踊
り
や
歌
の
伝
承
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

〜
坂
内
坂
本
で
秋
祭
り
〜

坂
内
神
の
踊
り

▲子どもたちも加わり踊りが披露されました

揖
斐
川
町
で
は
、
子
ど
も
が
育
て
や
す

く
、
安
全
・
安
心
な
地
域
づ
く
り
の
た
め

に
、
町
内
の
幼
児
園
、
小
中
学
校
な
ど
の

耐
震
化
を
進
め
て
い
ま
す
。

耐
震
化
・
改
築
事
業
は
、
平
成
20
年
度

末
に
国
か
ら
の
交
付
金
を
活
用
し
、
安
全

で
安
心
な
地
域
づ
く
り
を
確
立
す
る
た
め

の
重
点
施
策
と
し
て
、
一
部
の
事
業
を
前

倒
し
で
実
施
し
、
順
次
進
め
て
い
ま
す
。

9
月
14
日（
月
）に
お
じ
ま
幼
児
園
改
築

工
事
、
9
月
17
日（
木
）に
は
、
大
和
小
学

校
北
舎
改
築
工
事
の
安
全
祈
願
祭
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

改
築
さ
れ
る
園
舎
や
校
舎
は
、
耐
震
性

を
充
分
に
確
保
し
な
が
ら
も
付
近
の
景
観

と
の
調
和
に
配
慮
し
た
親
し
み
や
す
い
建

造
物
と
な
り
ま
す
。
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町
内
産
の
大
豆
を
給
食
で
利
用
す
る
た

め
に
、
蒸
し
大
豆
の
供
給
方
法
の
統
一
化

を
指
導
す
る
研
修
会
が
、
グ
リ
ー
ン
ネ
ッ

ト
い
び（
小
島
）で
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
、
研
修
に
参
加
さ
れ
た
の
は
、

町
内
で
農
産
物
の
加
工
を
手
が
け
て
い
る

3
つ
の
団
体
で
、
給
食
セ
ン
タ
ー
の
栄
養

士
の
指
導
で
、
蒸
し
具
合
や
出
荷
の
方
法

な
ど
を
学
ん
で
い
ま
し
た
。

現
在
、
町
内
産
の
大
豆
は
、
シ
チ
ュ
ー

の
材
料
な
ど
で
、
小
中
学
校
な
ど
の
給
食

に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

地
産
地
消
に
一
役

〜
給
食
に
揖
斐
川
町
産
の
大
豆
を
〜

▲蒸し大豆の作り方を学ぶ参加された皆さん

各
地
域
で
長
寿
を
お
祝
い
！

揖
斐
川
町
敬
老
会

▲健康広場アリーナで行われた揖斐川地域の敬老会の様子

叙
勲（
旭
日
単
光
章
）受
章

▲叙勲の伝達が行われました。

N
P
O
揖
斐
自
然
環
境
レ
ン
ジ
ャ
ー
・

揖
斐
川
上
流
漁
業
協
同
組
合
・
財
団
法
人

い
び
が
わ
生
命

い
の
ち

の
水
と
森
の
活
動
セ
ン

タ
ー
が
主
催
で
、
9
月
19
日（
土
）に
揖
斐

川
上
流
水
源
地
域
の
清
掃
・
環
境
パ
ト

ロ
ー
ル
活
動
、
9
月
27
日（
日
）に
は
、
夜

叉
ヶ
池
清
掃
登
山
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

両
活
動
に
は
、お
よ
そ
120
人
が
参
加
し
、

揖
斐
川
上
流
の
河
川
や
登
山
道
、
道
路
な

ど
約
34
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
清
掃
活
動
と
ご

み
な
ど
廃
棄
物
の
不
法
投
棄
防
止
の
た
め

の
環
境
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
ま
し
た
。

水
源
地
域
を
環
境
保
全

〜
清
掃
活
動
や
環
境
パ
ト
ロ
ー
ル
〜

▲揖斐川上流地域の清掃・環境パトロール活動の様子

揖
斐
川
町
敬
老
会
が
9
月
9
日（
水
）

に
坂
内
、
15
日（
火
）に
揖
斐
川
・
谷
汲
、

16
日（
水
）に
久
瀬
・
藤
橋
、
17
日（
木
）

に
春
日
の
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
町
内
在
住

の
77
歳
以
上
の
方
を
対
象
に
開
催
さ
れ
、

お
よ
そ
1
4
0
0
人
の
皆
さ
ん
が
参
加
さ

れ
ま
し
た
。

こ
の
行
事
は
、
長
年
に
わ
た
り
社
会
に

貢
献
さ
れ
て
き
た
高
齢
者
の
皆
さ
ん
を
敬

愛
し
、
長
寿
を
お
祝
い
す
る
目
的
で
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
各
会
場
で
は
、
太
鼓
演
奏

や
体
操
、
漫
談
な
ど
多
彩
な
催
し
が
行
わ

れ
、ど
の
会
場
も
笑
顔
で
溢
れ
て
い
ま
し
た
。

7
月
12
日（
日
）に
亡
く
な
ら
れ
た
平ひ

ら

井い

昭し
ょ
う

二じ

さ
ん（
谷た

に

汲ぐ
み

名な

礼れ

）が
旭
日
単
光
章

を
受
章
さ
れ
、
宗
宮
町
長
よ
り
ご
家
族
へ

伝
達
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

平
井
さ
ん
は
、
平
成
元
年
9
月
か
ら
谷

汲
村
議
会
議
員
と
し
て
3
期
12
年
の
長
き

に
わ
た
り
在
職
さ
れ
、
特
に
平
成
10
年
9

月
か
ら
の
1
年
間
は
議
長
と
し
て
谷
汲
地

域
の
発
展
と
議
会
の
円
滑
な
運
営
に
ご
尽

力
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ら
生
前
の
功
労
が
認
め
ら
れ
今
回

の
叙
勲
の
受
章
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の

多
大
な
功
績
に
対
し
、
敬
意
を
表
し
ま
す

と
と
も
に
心
か
ら
ご
冥
福
を
お
祈
り
し

ま
す
。
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